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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合

一人一人の生徒が、達成感や自己肯定感を得られるよう
に、授業や学校行事を進める。

A 生徒B
保護者Ａ A

学習内容の効果的な定着が図れる授業の展開と学習に集中
できる環境づくりを行う。

A 生徒A
保護者A A

｢総合的な探究の時間｣｢課題研究｣、学年別体験学習・講演
会等の機会に地域の方を講師として交流を図るとともに、
地域に対する視野を広げる活動を推進する。

A
生徒A
保護者A A

教員相互の授業参観や研修を重ね、授業改善に努める。ま
た、生徒の学習状況をみとり、情報の共有化を図る。

A 生徒A
保護者A A

学習習慣の確立や資格取得の重要性を保護者にも理解して
もらい、積極的な取組を促す。

A 生徒A
保護者A A

主体的･対話的で深い学びの視点に立った授業を実践する。

A
生徒A
保護者A A

基礎的内容の反復から自ら考え解決できるようになるま
で、それぞれの段階に応じた指導をする。また、個別の指
導も推進する。

A
生徒A
保護者A A

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

学期に１回担任との面談週間、スクールカウンセラーによ
る面談日を設け、生徒の変化に即応した相談・支援体制を
整える。

A 生徒A
保護者A A

アンケートや面談の機会に限らず、生徒からの申し出や情
報に対応できるよう、いじめ対策委員会を中心として組織
的に取り組む。また、生徒会を中心に登校時の挨拶運動を
実施する。

A 生徒B
保護者B A

『学校いじめ防止基本方針』について、生徒へ丁寧に説明
するとともに、生徒が認識できるように実施する。

A 生徒A
保護者A A

長期欠席の生徒には、保護者との連携を密にし、スクール
カウンセラーとの相談体制を強化して早期に対応できるよ
うにする。遅刻指導に関しても継続して実施する。

A 生徒A
保護者A A

挨拶運動時に声かけ指導を継続して実施する。さらに定期
的な服装頭髪指導を行い、基本的生活習慣の確立を図る。

A 生徒A
保護者A A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

進路等に関する記録を進路ファイルに保管させることによ
り、生徒の進路意識を高め、将来の進路選択に役立たせ
る。各学期ごとに進路行事を行い、生徒の進路に対する興
味・関心を引き出す

A 生徒A
保護者A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

進路ファイルを活用し、毎月、進路学習の時間を設け、取
り組ませ、将来についての意欲を喚起する。『進路のてび
き』を家庭用にも配布し、生徒と保護者で進路に対する共
通認識を深めてもらうよう働きかける。

A 生徒A
保護者A A

ＷＥＢページや学校通信、電子メール等を利用して保護者
や地域に情報を発信するとともに、授業を一般公開してい
く。また、全学年で三者面談を行い、学校と家庭で情報の
共有化を図る。

A
　
保護者A A

定期的にＰＴＡ運営委員会を開催し、現状に応じた対応策
を検討していく。

A 　
保護者A A

教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

授業評価アンケートの活用や教員相互の授業参観及び校内
研修を実施し、授業改善を図る。

A 生徒A A

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

通知内容や方法について見直しを行い、生徒・保護者に必
要な情報を迅速かつ分かり易く発信するとともに、ＷＥＢ
アンケートを実施する。 A 生徒A

保護者A A

Ⅶ 　
追加項目

12 地域と連携し、地域の教育
力を活用していますか。

地域の団体・施設等と連携し、「ぐんまコミュニティー・
ハイスクール事業」を積極的に推進する。

A
生徒A
保護者A A

町の商工会議所とビジネスコースとの
コラボ授業はとても素晴らしい。良い
取り組みだと思うので、継続して取り
組んでもらえたらと思う。

学校関係者評価
評　価　対　象 評　価　項　目 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

①自分の学校が好きだと感じている生徒が７０％
以上である。

コースの特徴をもとにＩＣＴ機器を効果的に活用し、言語活動や対話を重視し、生徒に
とって分かりやすい授業を継続的に実施し、生徒が主体的に学習に取り組めるように努
めた。基本的な学習事項の習得、定着に向けて、１年次は、国語・数学・英語において
習熟度別指導、２・３年次は、コース別の少人数指導を実践し、基礎学力の向上及び専
門性を高めた。地域学習や行事については内容の見直しを行い、昨年と同様な良い成果
を挙げることができた。生徒の取組状況は各学年ともに前向きであった。
今後も言語活動の充実を図るとともに、分かりやすい授業の実践や生徒の実態にあった
教育活動を行っていく。また生徒自ら学校が好きだと思う層を増やしていけるよう教育
活動を通して検討していく。習熟度別や少人数制の指導の特徴を活かし、今後も粘り強
く進めていく。落ち着いた学習環境を維持し、生徒たちの学力向上のため、さらなる授
業改善に努める。 地域学習や行事の内容についての工夫をさらに進め、生徒がより意欲
的な姿勢で取り組めるよう事前・事後指導に努力する。

羅　　　　　針　　　　　盤

方　　　　　　　　　　策

点検・評価　

達成状況のまとめ及び次年度の課題

Ⅲ 生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

⑧年３回以上の面談指導を行い、面談が役立った
と感じている生徒が７０％以上である。

肯定的に捉えている生徒が年々増えて
きているのは良い傾向にあるものの、
より学校が好きだと思えるような取り
組みを要望する。日々の授業では、き
め細かく丁寧な指導に生徒も満足して
いるようで良好である。授業参観をし
てみて、先生側からの発問といい、生
徒の進捗状況を把握した上で授業を進
めているあたり、先生方が丁寧に対応
していることが伺えた。発表会では、
地域学習の研究のことが良くまとめら
れていて良い発表だった。

②習熟度別や少人数制の授業形態に満足している
生徒が７０％以上である。

③「総合的な探究の時間」や学年行事等に、意欲
的に取り組んだ生徒が７０％以上である。

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

④「学び直し学習」や「学び合い学習」を取り入
れた授業がわかりやすいと考えている生徒が７
０％以上である。

本校の特徴である習熟度別指導や少人数指導、言語活動の充実が図られるよう場面を設
定しながら対応してきた。特に、個々の生徒の学習状況に応じた個別の支援を行い、学
習意欲の向上を図り、多様な生徒への対応として授業全体の中に一人一人の到達度に応
じた「みとり」を取り入れている。また、コースの特色を生かした授業を工夫するとと
もに、進路に応じた対策として個別の面接練習や小論文の指導など、個に応じて実践し
てきた。生徒に確かな学力を身につけさせる前提として全教職員が共通理解のもと、授
業規律の確保に努めている。その甲斐あって生徒の授業態度はとても良好である。
今後も観点別評価をもとに授業展開するとともに、教師間での情報を共有し生徒の学習
意欲を向上につなげたい。授業での分離令の徹底や授業中のマナー違反を見逃さない体
制は今後も継続していく。生徒には将来に向け、学力を身につけることの大切さを引き
続き伝えていく。一斉授業では補えない学習の遅れや定期考査に対応するため、学年・
教科で協力のもと、放課後等の時間を利用して個別指導に取り組み、良い成果になって
現れている。

授業をはじめ、日常において個別対応
がしっかりできており、良好であると
思われる。昨年よりもさらに評価が高
くなっており、良い成果となって現れ
ていることが伺える。資格取得やコー
ス全体での体制整備、生徒への柔軟な
対応が良い評価になっている。少人数
指導の良さを活かし、個々の生徒に対
して必要な支援を行っているのはとて
も良好であると思われる。今後も引き
続き取り組んで欲しい。

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

1

⑤多様な進路に対応した学習が役立っていると評
価している生徒が７０％以上である。

3 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

⑥授業に真面目に取り組んでいると自己評価して
いる生徒が７０％以上である。

⑦学力の定着を図る指導を充実させ、学力が向上
したと自己評価している生徒が７０％以上であ
る。

面談週間を含め、学校生活全般において声かけを実践し、不安を抱える生徒への対応に
努めた。全職員で情報の共有化を図るとともに、スクールカウンセラーや外部機関と連
携し対応している。いじめが疑われる事案は速やかにいじめ対策委員会に報告され、組
織的に対応できた。生徒会による年間を通じた「あいさつ運動」を実践し、学校全体で
「いじめ撲滅」に取り組むメッセージを日々伝えてきた。『学校いじめ防止基本方針』
について生徒や保護者がきちんと認識できているのは、いじめを防止する下地はできて
いると思われる。長期欠席の生徒や遅刻の多い生徒への対応では、生徒への粘り強い指
導とともに、保護者への連絡を密に行い、スクールカウンセラーへ相談するなどの連携
を図り対応してきた。多くの生徒がルールを遵守した学校生活を送っている。
普段の生徒の変化を捉え、面談週間に限らず全職員による学校生活全ての場面で生徒の
変化に気を配りながら、こちらからの声かけを継続していく。またスクールカウンセ
ラーや外部機関との連携を密にし、生徒理解を深める研修なども実践していく。いじめ
防止に関する機会を増やすとともに、生徒の多様性を認めていく場面を通じて、いじめ
に繋がらないように生徒の心を育てていく。またアンケートや面談等による情報収集の
さらなる徹底、綿密な職員間の情報共有を行い、学校全体で早期発見、早期解決に向け
て今後も努めていく。特に長期欠席する生徒には保護者との連携を密にするとともに、
スクールカウンセラーや外部機関との相談体制を強化することで対応を図っていく。進
路との関連を強く意識づけ、生徒の規範意識をさらなる向上、授業規律の徹底、日頃の
声かけなどを根気良く行っていく。

学校における相談、支援体制が整って
いることが伺え、良好であるものの、
日常生活にける相談する機会がさらに
あることを要望する。いじめ防止に関
しては、生徒・保護者にとって最も神
経質になるところであるため、厳しい
評価になると思うが、いじめ防止に向
けてより一層注意を向けて取り組んで
頂くことを要望する。
生徒一人一人がルールを守っていこう
とする姿勢が伺え、落ち着いた学校生
活が送られていることも感じられ概ね
良好である。今後も継続した指導を望
む。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

⑨学校はいじめの防止と早期発見を積極的に行っ
ていると感じている生徒が８５％以上である。

⑩「学校は『学校いじめ防止基本方針』につい
て、生徒に説明している」と認識している生徒が
８５％以上である。

　
6 生徒は健康で、規則正しい

学校生活を送っています
か。

⑪欠席率５％以下、遅刻率３％以下である。

⑫本校で定めた服装・頭髪に関するルールを遵守
していると考えている生徒が７０％以上である。

Ⅳ 生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

⑬進路ファイル(含キャリアパスポート)に前向き
に取り組み、進路関連行事に意欲的に取り組んで
いる生徒が７０％以上である。

進路に関連する行事を計画・立案し実践することで進路への意識を高めた。また『進路
ファイル(キャリアパスポート)』を活用することで、学期における目標・活動・ふりか
えりの機会とし、進路行事の記録も保管し、次年度への指導につなげる機会とした。進
路意識の向上や進路実現に向け、進路指導部と学年で連携し、時には外部との連携を取
ることにより弾力的な指導を行うことができた。生徒たちは意欲をもって取り組んでい
た。
今度も進路に関する行事を取り入れることで進路への意識を向上させていくとともに、
『進路ファイル(キャリアパスポート)』の活用も引き続き実施していきたい。３年生は
もちろん、１・２年生も日常生活の中で卒業後の進路を考え、準備を積み重ね、成果に
繋げられるように、学年、教務部、生徒指導部とも連携して進路指導にあたっていく。

『進路ファイル(キャリアパスポート)』
を活用しながらきめ細かな進路指導を
していることが伺える。また、進路に
関する行事が豊富に計画・実践され、
進路指導を念頭に日々の学習指導には
高い評価を感じている。社会情勢の変
化は生徒の進路に大きく影響してくる
ので、家庭での話す機会が増える手が
かりとなる情報があるのはとても良い
と思われる。

⑭「将来の職業」や「卒業後の進路」について前
向きに考え、家庭で一度でも進路について話した
ことがある生徒が７０％以上である。

⑲「ぐんまコミュニティー・ハイスクール事業」
等の地域と連携した事業や諸活動に意欲的に参加
した生徒が７０％以上である。

コロナ対応が５類への移行により、活動内容がコロナ前の状態に戻ったこともあって、
地域との連携を模索しながら活動の範囲も広げることができた。地元と連携した取り組
みが９年目を向かえ、地域に役立つ人材育成という意味で各コースの特徴を活かし継続
して取り組んでいく。

ＷＥＢページの更新が以前に増して最
新のものが載せてあるため、学校の様
子が外部からも知る機会が増えてお
り、とても良好である。ＰＴＡ活動で
はコロナの警戒度が下がったことか
ら、コロナ前の活動が少しずつ実施さ
れるようになってきているのは有り難
い。

⑯ＰＴＡ関係行事への保護者の参加が４０％以上
である。

Ⅵ ⑰ＩＣＴを活用した授業に、生徒の７０％以上が
満足している。

教員相互の授業参観や研修を行い、ＩＣＴ機器を効果的に活用する授業がさらに増えて
きた。またＩＣＴ機器を活用したＷＥＢアンケートや通知等について、生徒・保護者に
必要な情報をできるだけスピーディーかつ分かり易く発信することができた。
教員相互の授業参観や研修を通じて得た方法で使えるものは随時取り入れるとともに、
直接取り入れなくても何らかの手掛かりとして工夫を凝らし、ＩＣＴ機器をより効果的
に活用した授業を実践する。ＩＣＴ機器を活用したＷＥＢアンケートや通知等について
は導入しつつ、さらに通知文も併用することで漏れなく情報が行き届くように対応して
いる。今後も生徒や保護者に必要な情報を適切に発信していく。

授業を参加してみて、ＩＣＴ機器を活
用している授業では創意工夫されてい
ることがよく分かり、生徒たちにも充
分伝わていると思われる。また、ＷＥ
Ｂアンケートや通知等についてＩＣＴ
機器を活用についても生徒・保護者に
は利用しやすく、また必要な情報も的
確に発信されているため良好である。

⑱ＩＣＴを活用した通知等に、生徒・保護者の７
０％以上が満足している。

Ⅴ 開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

9 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

⑮「学校の様子がよく分かる」と感じている保護
者が７０％以上である。

学校の様子を知る上で、ＷＥＢページの随時更新を心がけ、保護者や地域へ向けての広
報活動をより迅速に行うことができた。コロナが５類へ移行したこともあって学校行事
の参加やＰＴＡ行事も可能な範囲で実施している。
今後、本校の特色や活動内容をできるだけ多く盛り込み、さらに広く伝わる内容のＷＥ
Ｂページを作成していく。ＰＴＡ運営委員会を中心に、広く保護者からの意見を募り、
保護者ができるだけ参加できるように学校行事の内容を見直していく。また、長期休業
中や休日のボランティア活動にも保護者が参加できるように検討していく。


